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１．太陽光発電の導入事例１．太陽光発電の導入事例
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京都女子大付属小学校

名古屋市植田小学校埼玉県和光市立新倉小学校

松江市立羽衣小学校

○勾配屋根設置 ○陸屋根架台設置

○壁面設置○屋根材一体型

武蔵野市立大野田小学校

○庇型設置



２．「経済危機対策」２．「経済危機対策」
『『成長戦略－未来への投資成長戦略－未来への投資』』

○ 経済危機対策（抜粋）平成２１年４月１０日

第２章具体的施策
Ⅱ成長戦略－未来への投資
１．低炭素革命
（１）太陽光発電

太陽光をはじめとする新エネ・省エネ技術の普及を急加速するため、「スクール・ニュー「スクール・ニュー
ディール」構想、太陽光発電の導入抜本加速ディール」構想、太陽光発電の導入抜本加速〔〔20202020年頃に年頃に2020倍程度に倍程度に〕〕を図る。
＜具体的施策＞
○「スクール・ニューディール」構想（学校耐震化の早期推進、太陽光パネルをはじめとしたエコ改
修、ＩＣＴ環境の整備等を一体的に実施）

○家庭等で発電した太陽光電力の電力会社による新たな買取制度導入〔既存施策とも併せた技
術革新・需要拡大により、３～５年間で半額程度の価格に低減〕

○公共建築物・住宅等への太陽光発電の導入促進等
○電気の安定供給を実現する世界最先端の系統制御システム等開発支援
○太陽光パネル等の海外への普及促進重点実施
○小水力の普及促進 等

○本年４月にとりまとめた「経済危機対策」において、国としては、中長期的な成長を図る
ため、エコカー、省エネ家電とともに、太陽光発電の推進に向けた取組を位置づけ、関
係各省の連携を強化しているところ。
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２０２０２００５

（参考）太陽光発電の導入シナリオ（参考）太陽光発電の導入シナリオ （試算）（試算）

住宅用：約５３０万戸

３５０万ｋｌ（１４００万ｋＷ）

住宅約８割住宅約８割

非住宅約２割非住宅約２割

住宅約７割住宅約７割

非住宅約３割非住宅約３割

７００万ｋｌ（２８００万ｋＷ） ２００５年の約２０倍２００５年の約２０倍

３５万ｋｌ（１４０万ｋＷ）

住宅用太陽光
発電補助金開始

住宅用太陽光
発電補助金開始

系統対策の
技術開発が必要

系統対策の
技術開発が必要

住宅約８割住宅約８割

非住宅約２割非住宅約２割

新たな買取制度の実
施

新たな買取制度の実
施

２００５年の約１０倍２００５年の約１０倍
３～４年前倒し３～４年前倒し
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３．「太陽光発電の導入拡大のためのアクションプラン」３．「太陽光発電の導入拡大のためのアクションプラン」

鉄道：駅舎

（神奈川県・川崎市の元住吉駅）
１４０KW

道路：高速道路の法面

（大阪府・吹田市の千里万博公園）
２００KW

（羽田空港・国際貨物ターミナル）
２０００KW ※完成イメージ

空港：貨物ターミナル（計画）教育施設：校舎のひさし

（東京都・武蔵野市 大野田小学校）
２１KW

臨海部：コンビナート地（計画）

（大阪府ｼｬｰﾌﾟ「21世紀型ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ」 ）
１８０００ＫW ※完成イメージ

（長野県・セブン-イレブン
駒ヶ根上穂栄町店）５．２KW

コンビニエンスストア

（群馬県・平出椎茸生産組合）
２００KW

農業施設

（愛知県・コスモ石油株式会社
幸田ＳＳ） ２５KW

病院施設ガソリンスタンド

（岡山県・倉敷神経科病院）
４０KW 4

○ 太陽光発電に関する累次の政府決定等を踏まえ、広く関係者の取組みを促すべく、平成２０年１１月に
「太陽光発電の導入拡大のためのアクションプラン」を策定・公表。

○ 小・中学校、高校、大学等の教育施設の分野については文部科学省と、公的施設の分野については国土交
通省と、それぞれ連携して取り組むことを打ち出した。

○ 平成２０年１１月以降の展開を踏まえ、取組みを確実なものとし、新たな取組みの掘起しを行うべく、本年３
月、進捗状況のフォローアップと今後の取組みを整理。連携省庁は、４省（経済産業省・文部科省・国土交通
省・環境省）から、警察庁・総務省・厚生労働省・農林水産省・内閣官房が新たに加わり、９省庁へ。

【参考：既に導入・計画されている例】【具体的内容】
（１）供給サイド及び需要サイドの取組み
①供給サイドの取組み
－技術開発、太陽電池メーカーと住宅メーカーの連携など

②需要サイドの取組み
－「次世代エネルギー・パーク」の活用などをはじめ、地域関連企業

との連携のもとでの特色あるプロジェクトの展開
－余剰電力の買取制度の検討など政策支援措置の展開
－公的分野をはじめとする地域の「拠点」となるさまざまな「場」への

導入拡大の多様化・加速化 など
＜家庭分野＞
－住宅用導入補助金、省エネ改修時の導入に対する投資型減税措置

＜企業分野＞

－中小企業による導入拡大、「メガソーラー」 計画の具体化
＜公的施設分野＞
－公的施設での導入事例を基にした情報提供、施設所有者等と

太陽光発電事業者の連携、公的支援の拡充
＜教育機関＞
－小中学校、高校、大学等における太陽光発電の導入拡大、
環境教育等での活用の促進（「モデル校」の認定） など

（２）制度環境等の整備
（３）太陽光発電産業の基盤強化、国際競争力強化、国際展開

の支援
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４．「スクール・ニューディール構想」の展開例４．「スクール・ニューディール構想」の展開例

普通教室

理科室

保健室

プール

コンピュータ教室

職員室

■ 学習環境の向上と省エネ機器への
取替え

・高効率照明
・高効率エアコン（ヒートポンプ）

■ 断熱改修
・二重窓、壁、天井等の断熱工事

■ エネルギー・CO2の「見える化」
・エネルギーマネジメントモニター

■ IT機器の導入
・デジタルテレビ、電子黒板、PC等

■ 理科教育（原理・仕組みの学習）
・太陽光発電
・燃料電池
・LED照明

■ 省エネ機器への取替え
・高効率給湯器（ヒートポンプ式、潜
熱回収型等）

・太陽熱温水器
■ リサイクル教育
・生ゴミ処理機

■ 災害時の給電・給湯対策
・太陽光発電 ・太陽熱温水器
・燃料電池、コジェネ

■ 省エネ機器への取替え
・高効率照明

■ 環境に配慮した学校づくり
・ビオトープ（屋上緑化）
・校庭の芝生化

■ ＩＴ機器の導入
・デジタルテレビアンテナ

■ 災害時対策
・太陽光発電、コジェネ
・プール水の浄水機
・太陽熱温水器（温水シャワー含む）

■ 省エネ機器への取替え
・高効率給湯器及び床暖房
・高効率エアコン（除菌機能付き）

■ 断熱改修
・二重窓、壁、天井等の断熱工事

■ ITによる情報活用能力の育成
・電子黒板、PC等
・校内LANを活用した双方向学習システム

■ 新エネ・省エネ設備の導入
・太陽光発電 ・太陽熱温水器
・風力発電 ・蓄電池
・地熱利用 ・雪氷エネルギー利用
・節水設備 ・高効率照明

■ 省エネ機器への取替え
・高効率照明（センサ付き）
・高効率エアコン（ヒートポンプ）

■ 断熱改修
・二重窓、壁、天井等の断熱工事

■ エネルギー・CO2の見える化
・エネルギーマネジメントモニター

■ IT機器の導入
・デジタルテレビ、電子黒板、PC等

家庭科室

屋上・校庭

学校全体

体育館

トイレ・廊下

■ 省エネ機器への取替え
・高効率照明（センサ付き）
・節水便器、電気便座


